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第 1 章「 Introduction」では，研究背景，User Cooperation の可能性とそ
の課題，及び本論文の位置づけと構成を示した．  







長アクセス方式 (VLF: Variable Length Frame Access)を提案した．VLF 方式




























第 3 章「A Cross-Layer Design of Contention based Cooperative Multiple  
Access」では，より直接的な端末間協力の実現例として端末間のパケット中
継方式を提案した．具体的には，現在最も幅広く利用されているアクセスプ
ロトコルの 1 つである CSMA/CA をベースに端末間のパケット中継を実現す

































第 4 章「User Cooperation for Rate Adaptive Wireless Area Networks」
ではより応用的なレベルにおいて端末間協力を導入することを目指し，現在
 幅広く普及している IEEE802.11 無線 LAN において端末間協力を自律分散的
に 適 用 す る 方 式 を 提 案 ・ 評 価 し た ． 本 章 で は 主 に ， 前 章 に て 提 案 し た
C-CSMA/CA 方式をベースとして適応変調に対応する最適中継選択や送信レ
ート選択の機能を追加する方式拡張を行い，それによる既存 802.11 システム
と比べた性能向上，後述の Performance Anomaly 問題の解決，既存システム















導入した条件による計算機シミュレーションを行い，6Mbps～ 54Mbps の 8 段
階の適応レートを用いる IEEE802.11g 無線 LAN の実用に近い条件において
評価を行った．評価を通じて，全体スループットや平均遅延の向上を確認す









第 5 章「Conclusion」にて本研究の成果をまとめた．  
 
 
 
 
